
 

自主学習ノートの参考様式例について 

※これまで様々な学校から提供いただいた取組事例で、自主学習について記載され

たものの特徴を取り上げて整理し、まとめたものを紹介します。なお、ここでは、

子供が主体的に行う「自主学習」は、学校から出される「宿題」とは別のものと

して示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自分に必要な学習や興味のある学習 

  

日付、時間（始めた時刻、終わった時刻） 

めあて 

まとめまたはふりかえり 

※自分に必要な学習や興味のある学習 

  

・計画的に学習することにつながります。 
・後からノートを見返すときに役立ちます。 

・自分が達成したい目標に向けて、学習
の見通しをもつことにつながります。 

・一人一人の学習状況に適した内容を
することが、主体的な学習習慣形成に
つながります。 

小学校低学年 

●基礎的・基本的な内容を中心に、
学習習慣の形成を行いましょう。   

小学校中学年 

●授業で難しかったところや自分の
苦手なところを自分で判断し、再
チャレンジしましょう。 

●資料を使った調べ学習にも取り
組みましょう。  

●自分に今必要な学習は何かを考
え、計画的に取り組みましょう。 

●複数の資料を使って、調べまとめ
る学習にも取り組みましょう。    

小学校高学年～中学生 

・学習した内容が身に付いたかを自分の言葉で整理することで、深い理解
につながります。 
・取り組んだことの価値や成果、新たな課題を自覚することができます。 

大切なことは、 

子供自身が学習内容を判断・選択し、計画的に取り組むこと。 

授業と家庭学習をつなげること。 

教師が適切に見取り、評価すること。 
自主学習の内容については、子供の発達段階を踏まえて、基本的な「読み・

書き・計算」だけではなく、子供たち自身が興味のあることを調べたりまとめ
たり、学習内容を判断して選択できる工夫をすることが大切です。 
また、子供たちが家庭でも学習したくなるような授業を行ったり、授業中に

教師が家庭学習につながる声かけをしたりするなどして、能動的に学び続ける
子供を育てましょう。 


